千葉県がん診療連携拠点病院　教育研修部会

がん化学療法研修会　実施報告書
2019年1月9日
外来化学療法科　辻村秀樹
1 研修テーマ
千葉県のがん薬物療法を支えるチーム研修会
〜チームで取り組むが薬物療法有害事象マネジメント〜
2 開催日時・会場
2018年11月17日（土）10：00〜16：30　　千葉県がんセンター・大会議室
3 研修の目的
がん薬物療法の領域においてリーダーシップを発揮できる人材と医療チームの育成
施設間の連携を深め問題を共有することによる有害事象マネジメントのレベルアップ
＊以上を踏まえ、今回はレジメンの標準化と有害事象の中央管理を主テーマとした。
4 参加施設・人数（6施設、30名）
1. 船橋市立医療センター・4名（医師1、看護師1、薬剤師1、MSW1）
2. 船橋徳洲会病院・6名（医師1、看護師1、薬剤師2、MSW1、理学療法士1）
3. 船橋中央病院・4名（医師1、看護師1、薬剤師1、栄養士1）
4. 東京女子医大八千代医療センター・7名（医師1、看護師3、薬剤師3）
5. 千葉大学医学部附属病院・4名（医師1、看護師1、薬剤師2）
6. 千葉労災病院・5名（医師1、看護師2、薬剤師2）
· 医師6名：内科系5名（消化器3、腫瘍2）、外科系1（消化器1）
· 看護師9名：外来7名（化学療法室含む）、病棟5名　重複あり、認定資格8名
· 薬剤師11名：薬剤部4名、外来4名（化学療法室含む）、病棟5名　重複あり
· MSW2名
· その他：理学療法士1名、栄養士1名）
5 研修内容
1. 講義
1） がん化学療法の潮流とチーム医療の重要性（加藤雅志：国立がん研究センター中央病院・がん対策情報センター・がん医療支援部長）
2） レジメン作成のコツと標準化（辻村秀樹：外来化学療法科）
3） がん薬物療法の支持療法（今井千晶：千葉大学医学部附属病院・薬剤部）
4） がん薬物療法時の看護ケア（松原裕理：看護局）
5） がん薬物療法時の社会的支援（首藤陽子：心と身体総合支援センター）
6） ハイリスク症例のがん薬物療法（味八木寿子：乳腺外科）
2. グループワーク
1） 施設別：各施設の強みや問題点の抽出と課題の明確化
2） 職種別：それぞれの施設の現況の共有と意見交換
3） 施設別：自施設の薬物療法の質を高めるための対策検討
3. 成果発表
6 実施スタッフ
1. ファシリテータ
加藤雅志・辻村秀樹・味八木寿子・山田みつぎ・松原裕理・関根佳代・秋葉昌克
2. サポーター
鎌形幸子・木内直美・市原恵
7 研修の評価
1. 実施評価：研修前と直後、および、6ヶ月後にアンケート調査を実施
2. 企画評価：研修実施直後と6ヶ月後に、スタッフミーティングを実施
1、 実施評価・抜粋
1） がん化学療法の潮流とチーム医療の重要性
＊がん診療連携拠点病院に求められる薬物療法の供給体制を説明できる

＊千葉県のがん対策推進計画の骨子について理解している

2） レジメン作成のコツと標準化
＊がん薬物療法におけるレジメンの標準化について理解している

＊がん薬物療法における中央管理のメリットを理解している

3） がん薬物療法の支持療法
＊レジメンごとの有害事象の後発時期を説明できる

4） がん薬物療法の看護ケア
＊患者のセルフケアを高めるための支援方法を理解できる

5） がん薬物療法時の社会的支援
＊傷病手当金と受給方法について理解している

6） ハイリスク症例のがん薬物療法
＊肝障害次に容量調節が必要な薬剤について理解している

2、 企画評価・抜粋
1） 開催方法について





	　
	不満
	やや不満
	まあまあ満足
	満足

	曜日
	0
	1
	14
	10

	研修時間
	0
	3
	14
	8

	開始時刻
	0
	2
	13
	10

	終了時刻
	0
	2
	15
	8

	会場
	0
	6
	11
	8

	費用
	0
	0
	5
	20


2） 研修企画について
[bookmark: _GoBack]

	　
	不満
	やや不満
	まあまあ満足
	満足

	テーマ
	0
	0
	10
	14

	講義内容
	0
	0
	10
	14

	配布資料
	0
	0
	9
	15

	今後の活用度
	0
	0
	11
	13







3） グループワークについて



	　
	不満
	やや不満
	まあまあ満足
	満足

	テーマ
	0
	0
	14
	11

	内容
	0
	0
	15
	10

	進め方
	0
	4
	13
	8

	今後の活用度
	0
	1
	12
	12





8 問題点
1. 企画・開催について
· 開催時期自体は学会シーズンを外すなど妥当であるが、看護、および、薬剤研修と開催時期が重なった。これらと重複したスタッフにとっては、業務負担が大きかった。
2. 準備について
· 本来業務の時間外に作業を行わざるを得ないため、スタッフにかかる負担は相当大きかった。
· 準備作業の中には事務的な内容を多く含むが、全てを医療スタッフが担った。そのため、実務的な負担だけでなく、心理的な負担や不満も強く残った。病院局や病院事務の協力が得られないと、永続的な開催は難しい。
3. 研修内容について
· グループワークは研修の鍵を握るが、時間が短かった。特に、職種別のグループワークはたいへん有意義であったが、これにかけた時間が短かった。
· ファシリテータは、十分に機能した。
4. その他
· 千葉県がんセンターにおいて、がん薬物療法に関する横断的な組織は存在しない。そのため、スタッフは自発的なボランティア精神でつながる有志で構成された。この点、組織的に活動できる緩和ケアセンター、看護局、薬剤部とは状況が異なり、準備の遅れやスタッフの負担につながった。
· 参加施設は等しく意欲的で協力的であった。研修のニーズを実感できたとともに、今後、活動を広げて行く上で、良い協力関係が得られる可能性を感じた。
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